








【概要】電話相談の内容は電話相談室によって異なり、広報の範囲や対象、相談時間など

によって大きく異なる。一般的な電話相談の内容をみてみると、5 つの内容に分類される

(本研究班分類)。具体的なハウツーを求める相談、保健医療情報を求める相談、医療や健

診後のセカンドオピニオンを求める相談、子育てや人間関係に関する相談、育児ノイロー

ゼや不安を訴える相談である。そこで、今回は東京都母子保健サービスセンターの電話相

談と民間の電話相談から、とくに、セカンドオピニオン(別の意見)を求める相談がどのく

らい含まれるものかを検討してみた。結果は母子保健センターのデータ(前回き調査)では、

約 23%を占め、医師や保健婦・看護婦・助産婦などの専門家から聞いたことについての相

談に限ると約 10.2%であった。民間の電話相談室のデータでは、妊娠関係の相談では 30.3%、

育児関係では 17.4%がこれに相当した。


